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σ: 任意の応力度 CKg/cm1 )
t :経過時間 Chr)
v: 載荷速度 CKg/cm2sec)
m， n， m 1 ， n1 実験常数。
つーぎに ， (2):式において， v=子(載荷速度一定〉なる変換をおこないo 実験常数 m と m'/σ， n 
と n' との関係を求めると (3) 式のような関係がえられた。
-463 ー
m'/σ均m
n'=1. 099n十 6.98 X 106 



























B 式にそれぞれ含まれる 4 つの模型常数を求めるために 4 週圧縮強度 400Kg/cm2 ， 250Kg/cmヘ
150kg/cm2 の 3 種のコ y クリートについて材令28日で庄縮試験を行なうとともに同じコシクリートに
クリープ試験を行なった。
そしてその試験結果より A式およびB式のそれぞれ 4 つの常数を決定した。これによって材令 28 日
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における圧縮試験で載荷速度が変化したときの応力度と歪度との関係，あるし、はクリープ歪度と経過
時間との関係を知ることができ，またいずれの場合もここに採用したパーガー模型が有効であると述
べている。 A式およびB式はともに同じ力学模型から導いたものであるからA式に含まれる模型常数
と B式に含まれる模型常数とは同じ値となるべきであるが，計算の結果は異った値となった。その原
因はコンクリートの弾性性質および粘性性質が材令とともに変化するためで、あり材令28日における
圧縮試験時の変形性状と長期材令時のクリープ変形性状を一括して説明するにはここで用いた模型が
不適当であるとしている。そしてこれら二つの変形性状を一括して説明しうる多くの要素を用いた力
学模型を提示しているが，要素が 5 つ以上となるとその模型常数を求めることが実験的に不可能とな
り，実際的には 5 つ以上の要素をもっ力学模型を採用することはできないと述べている。
第 4 章は材令28日における通常の圧縮試験の結果から長期材令時のクリープ歪度を推定する方法を
実験的に研究した結果を述べたものである。第 3 章で、は一つの力学模型を解析して通常の圧縮試験結
果からクリープ歪度を推定しうるか否かを研究したがこの方法は不可能であることが分ったので，本
章では材令 28 日における通常の圧縮試験で得られる応力度一歪度曲線において，任意の応力度に対
する歪度を瞬間的に生ずるものと時間的におくれて生ずるものとの和とみなし後，者の歪度，圧縮応力
度，載荷速度の関係を示す実験式を求め，他方クリープ試験結果からクリープ歪度と経過時間の関係
を示す実験式を求め，これら二つの式に含まれる常数の相関関係を求めた。したがってこの相関関係
を利用するとクリープ試験を行なうことなく，材令 28 日の通常の圧縮試験結果からクリープ歪度を
推定することができるということを示した。
第 5 章は以上の研究結果を総括したものである。
本論文は材令 28 日のコジクリートに圧縮応力の作用する場合の載荷速度が変化したときのコンク
リートの変形性状，あるいは一定圧縮応力下のコシクリートの変形性状を理論的，実験的に解明する
とともに，従来長時間の試験で求める必要のあったクリープ歪度を，同じコシクリートを材令 28 日
で圧縮試験することにより推定しうる方法を示したものでコシクリートに関する研究分野に貢献する
ところが多し、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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